
　健診の超音波で「胆石がありま
すね」と言われたことのある方は
少なくないと思います。高齢化が
進み、胆石は増加しています。胆
のう結石、胆管結石、肝内結石に
分類されますが多くは胆のう結石です。胆のうは
肝臓で作られた胆汁（消化液）を貯める袋です。
胆汁の成分の一つであるコレステロールが増加す
るとコレステロールが沈殿して石になります。血
液中のコレステロールの増加が一因となることか
ら生活習慣病の一つと言えるかもしれません。多
くはサイレントストーンと言って、無症状の場合
が多いですが、胆嚢の出口にはまったら激しい腹
痛が起こります（疝痛発作）。脂もの摂取後の疝痛
発作は胆石を疑います。繰り返す胆石発作や胆の
う炎を起こした場合は、手術で胆のうごと摘出す
る手術が必要になります。胆のう癌との関連も言
われていますので、症状が無くても年 1回の超音
波検査を受けましょう。
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